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日
曜

日

ん だ て 名 便われているおもな材料

kca十

塩分

g
給食なしの
学校 ・学級

駅i主 a i  主 葉  1  副 菜  1  汁 納  !予好一卜・その他 請のなか孝 黄色のな角1き 緑のなか孝

輸 おもな食べ物 おもなおかす
た19ない栄養を

補うおかす

主食 ・主菜 ・副菜で
たりない栄董を補うもの

血や肉になるもの 熱や力になるもの 体の調子を整えるもの

1 金
年

乳 ごはん
コーン キャベツの

香雨スーフ
21

2 7

5 火
午

乳 こはん 肉豆腐 大根サラダ
もやしと

油暢げのみそ汁

たまねぎ な がねざ し らにき
609

781

1 9

2 4
佐渡中等

6 水
牛

乳 米粉バン
スバイシー

テキン

カラフル

ポテト
ABCス ーフ  !チ

ヨコ

!クリーム

たまねぎ キ ャヘッ ハ セち 625

8 1 7

3 0

3 5
前浜 」ヽ

両津中 3年

7 本
牛

乳 ごはん さばの香昧焼き |こんSあ え
たまね ぎの

み子 汁
あつあげ

にまイ4ぎ え のきた す 641

804

2 2

2 5
両津中 3年

斃離属君纂移をた芝電え離学試姿戦
<11泊(3つ日」です。よくかんで丈夫和端を保てるようにしましょう。今日の結食には,か

8 金
年

乳 |さんびら丼 (麦ごはん)
茎わかめと

蒼豊あフ_ヴ りんこ

こう こ ぎ あ Sを
たまねぎ た すのこ は くモ 597

751

2 0

2 5

月
年

乳 こほん
に
者
小

在
痛 戦

の
 |りが十

毛まねぎ に んじん ち Ⅲ
2 1

2 8
河崎ナ」ヽ

佐漫中等

1 2 火 筑|ごはん i罷ョ晟き !騰呂
の
 1菜計

もヽの
あSら あげ 0う と

2 1

2 5

1 3 水 安1鶏誌ンヤリコンカン 1号E6根
の
 |ミルクホトフみかん

にまねぎ さ やいんげん を―|
2 8

3 5

1 4 本
年

乳 ごほん
シャージャン iわかめの

熱     i替 卦 ぅ灯

卵とコーンの

アーラ

627

794

2 2

2 8

1 5 金
年 i秋の香り
ラ↓

i戸|すム

!        1と うも、の
ししゃもフライ

iア
ーモンドあえ

I A古手|
キロヘツ こ まつを と が'↓ざ

623

829

2 2

2 7

1 8 月
牛

乳 ごはん
鶏肉の

ごま焼さ

ごほうの

力L/―Xllめ

みそ

けんちん汁

642

825

2 3

2 7

鱗き2縫Tき震繰色た2尻紹宅響賃り叫匠れぎ
つ刺です。お話に出て<る町め助や時ヽ也「まつた帆を想像して,いわ

1 9 火
午

乳 こほん
t lわしの   i         l    十 充

連陳`ノース  !コ
~ンおひたし,きのこ汁

638

842

1 9

2 5

20 水
牛

乳

秋野菜のカレーライス

(麦ごはん)
海藻サラタ りんご

こめ むぎ 697

871

2 9

3 6

21 木
年

乳 ごはん  :員智豆腐
の

! D 日汁t )
酢じょうゆあえ

じゃがい もの

み子汁

604

782

2 1

2 7
両澤) 」ヽ5年

22 金 筑!ごはん  i孟ヨと烹
ツの
 i呈を東弓   !もすくスーブ

619

814

2 5

3 1

前浜小

両津小 5年

前浜中

「和食の日」です。 『あら,
「煮しめ」を提供します。

うめねかっちゃ佐渡 ～ 昔の味を今ヘ
(詳しくは給食だよりを見て<だ さい。)

25 月
年

乳 ごはん  i[景3品ま  i黒しめ    !笛実あみそ汁 スのきた1)な が均ざ

599

786

2 2

2 9
るB茂ナ」ヽ

26 火
牛

乳 ごほん  i香 巻     !ご ま卜L/サラダ |キムテスーフ
宇乳 は るまき ‐′ャ

　

ね

ぽ
き,3つり

691

872

2 0

2 6

27 水 鏡!陥員ン|ミート牙ムリ1子母ダ
リ~:〕

号こ二晏篭
3 0

3 6

28 本 筑13よん |]奨斎撻私揚げ黒|じにあえ 1各娃繁
め`

プリン
684

873

2 1

2 5

29 金
年

乳 ごはん  iカレー肉じゃがiツナサラタ  1師哀―ブ
607

793

1 9

2 4

給食回数20□ (ごはん17□ 、米粉バン3 EDI、その他O□ )
※食材料の入荷状況や感染性胃腸炎対策等によ19献立を
変更することがあります。 平 均 値

635

818

2 3

2 8

ごれぎつわ

主人公のきつね 「ごん」は,あ たりの村へ出てしヽつて,い たすらばかりし
0ポうしかう   あ びと                          喜

らしていました。ある日,ご んは

「兵十」という村人がとったうなぎやさすを川に投げこんでしまいます。ところがその魚ほ病気のお母さんのため

にとったものでした。いたすらのつぐ         ま
いしいうじなら

ないとして,ご んは毎日兵十にくりやまつたけを届けます。そんなごんの気

持ちを兵十に分かつてもらうことはできるのでしょうか 一。お話の中には,し わヽし,し もヽ,ま つたけ,く り,麦 ・

とんがらし (とうがらし)な どた<さ んの食べ物が出てきます。


